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 私どもの会社は、ビルやダムを造っていますが、私どもの会社の経営理念は、「生き生きとした環境を創造

する」というものです。従って、環境については、日々積極的に研究開発活動を行っております。今日は、私ど

もが行っている都市環境に関する研究開発内容を簡単にご説明したいと思います。 

1.  建設業における自然環境系のシミュレーション 

 環境という言葉はビッグワードですが、室内空間から都市まで、非常に多様なスケールが対象となり、要素

（視点）も景観や環境・エネルギー、地震・津波、防災、交通と多彩なものがあります。これらを総合的にどのよ

うに考えていくのかということを日々検討していますが、3.11 以降は、環境と共に防災という視点が特に重要

になってきました。 

まず、自然系の中の地圏では、例えば地球シミュレーターを利用した二酸化炭素の回収（CCS）のシミュレー

ションを行っています（図1）。また、LNG タンクの杭の基礎部分の液状化対策や耐震診断等も行っています。

さらに広域では、東海・南海・東南海等の3 連動の地震動が発生した場合の予測解析も行っています。これら

は詳細な地盤、地圏のデータや高度なシミュレーション技術がなければできませんが、このような研究を十数

年間続けて行っています。 

 
図 1 自然系（圏）のシミュレーション例（地圏） 

 水圏についても、津波、表層水、地下水のシミュレーションを、何年も前から進めています（図2）。特に津波

は、3.11以降毎日のように引き合いや解析依頼があり、担当者は全国を飛び回っています。 



 

 

 
図 2 自然系（圏）のシミュレーション例（水圏） 

 大気圏でもいろいろな研究を行っています（図3）。左の方は大気乱流モデルというもので、広域スケールを

扱っており、これを用いて関東地方エリアの気象（Climate）を解析しています。右の二つは現在の街区を模し

た図で、良い大気環境にするためにはどういう街区にすればよいかを分析しています。私どもは建設業です

から、緑や樹木をどうするかということももちろんですが、建物自体をどうするかも考えなければなりません。

建物の外壁、形、位置、大きさ、形態といったものの最適な組み合わせで、総合的に環境を良くしていくという

視点で検討しています。 

 
図 3 自然系（圏）のシミュレーション例（大気圏） 

 生物圏では、エコロジカルプランニングといって、ゲオ（土）、クリマ（気候）、ビオ（生物）、アルテ（人為的）と

いう四つのトープ（エリア的な概念）をマクロ、メソ、ミクロスケールで考えて、その中に要素技術を埋め込み、

各スケールにおける問題に対して、各々の技術を適用しております（図4）。 



 

 

 
図 4 自然系（圏）のシミュレーション例（生物圏） 

2.  自然系と街区レベルの環境シミュレーション 

 私どもが扱うのは、広域、自然、街区、建築、室内です。場合によっては人体周り、さらには人体内の血流ま

で解析することもあります。街区というレベルだけで捉えても、多彩な解析が必要です。ある建物群を数棟建

てるにしても、例えばそこにどのような外乱の音が入ってくるか。また、風や熱、さらには景観など、多様な視

点があります。 

 そういう場合の合意形成を行っていくために、われわれはVR（Virtual Reality）技術を使っています。これは

一例ですが、景観は図5 のようになります。これは1:1スケールで、目の前の映像は実寸大で見えており、空

間内に没入して移動していけます。このようにVR で景観や熱、気温、音などのシミュレーション結果を確認し

たうえで、この建築（群）が良いという合意形成ができます。また、例えば建物の位置や形態をＶＲ上でいじっ

てみたときにどうなるかというリアルタイムの解析も、小スケールであれば可能になっています。 

 
図 5 環境シミュレーション可視化例（VR技術） 



 

 

3.  街区における環境解析とエネルギー解析との連動 

 最近の重要な研究トレンドとしては、やはりエネルギーです。自然環境的な解析は、私どもも十分行っていま

すが、スマートグリッドを含むスマートシティ等に適用する技術が今後必須です。そこで、解析系の中にエネル

ギーや CO2 というものを取り入れていきます。そのときにエネルギーやCO2 を単体の建物で検討する場合も

あり、自然環境と建築を一体化して捉えていくことが必要な場合もあります。 

 そこで、我々は、低炭素街区シミュレーターというものを作り、商標も登録しています（図6）。これを使い、建

築や都市などのいろいろな環境要素とともに、エネルギーやCO2 の解析ができます。例えば太陽光発電や風

力発電という新エネルギーを導入する場合、どこにどのように置けばよいか、種類や容量はどのよう物が合理

的かということを検討できます。それから、熱源をどのような組み合わせにすればよいか、コージェネを入れた

ときにどれだけ貢献するかというようなことも総合的に検討できます。（図7）。評価としては、屋外もさることな

がら、室内環境も大切です。ある風向の自然風を取り込み、室内を快適にすると同時に省CO2 になるといった

ことを多数の視点で検討し、CO2 排出量が最小になる街区や建築を提案していきます。既存の建築・都市の

評価だけでなく、これからの環境や省エネを考え、どのような都市形態や建物が良いかを検討し、都市や建物

をつくっていく立場で研究を進めています。 

 
図 6 街区エネルギー解析ツールの開発（低炭素街区シミュレータ） 



 

 

 
図 7 低炭素街区シミュレータの出力例 

4.  横浜スマートシティプロジェクト（YSCP）への参画 

 最後は、一つトピックスをご紹介します。横浜市様のご指導を仰ぎながら、横浜スマートシティプロジェクト

（YSCP）に参画しています（図8）。私どもの技術センターは東戸塚にありますが、そこの建物の実験棟を仮想

の建築群と見なして、次世代型のBEMSを導入し、エネルギーの予測と制御、見える化を行っています。例え

ば、エネルギーをつくるための太陽光発電などを入れて、電力需要自体を削減しながら、蓄電・蓄熱によりピ

ークカットやデマンドレスポンスを行うなど多様な運転方法を試しています。 

 
図 8 スマートシティ計画（YSCP）への参画 

このように自然のエネルギーを十分に活用するという観点とエネルギーを合理的に使用するという観点の融

合が大事だと思って検討を進めています。 

 私どももいままで述べてきましたように、環境都市づくりのベースとして、自然圏（地圏・水圏・大気圏・生物

圏）におけるシミュレーションを重視しています。目的によって、各先生方のやられていることとは、少し温度差



 

 

があるかとは思いますが、都市づくりにおいて大事な視点だと思います。そして、私どもが設計・施工する建物

や街区と自然圏の対応をどうするのか、またエネルギーの在り方を都市形態に反映させてゆくにはどうすれ

ばよいのか、そしてさらには、スマートグリッドの取り組みについて今後も検討を進めてゆきたいと考えていま

す。以上です。 


